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第９章 家庭

第１ 教科目標，評価の観点及びその趣旨
１ 教科目標

人間の健全な発達と生活の営みを総合的にとらえ，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会とのかかわ
りについて理解させるとともに，生活に必要な知識と技術を習得させ，男女が協力して家庭や地域の生
活を創造する能力と実践的な態度を育てる。
２ 評価の観点及び趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

家庭や地域の生活につい 家庭や地域の生活につい 家庭や地域の生活を充実 家庭生活の意義や役割を
て関心をもち，その充実 て見直し，課題を見付 向上するために必要な基 理解し，家庭や地域の生
向上を目指して意欲的に け，その解決を目指して 礎的・基本的な技術を身 活を充実向上するために
取り組むとともに，実践 思考を深め，適切に判断 に付けている。 必要な基礎的・基本的な
的な態度を身に付けてい し工夫し創造する能力を 知識を身に付けている。
る。 身に付けている。

第２ 各科目の評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
家庭基礎 人の一生と家族･福 人の一生と家族・福 人の一生と家族・福 人の一生と家族・福

祉，衣食住，消費生活 祉，衣食住，消費生活 祉，衣食住，消費生活 祉，衣食住，消費生活
などについて関心をも などについて見直し， などに関する基礎的・ などに関する基礎的・
ち，その充実向上を目 課題を見付け，その解 基本的な技術を身に付 基本的な知識を身に付
指して意欲的に取り組 決を目指して思考を深 けている。 けている。
むとともに，実践的な め，適切に判断し工夫
態度を身に付けてい し創造する能力を身に
る。 付けている。

家庭総合 人の一生と家族，子ど 人の一生と家族，子ど 人の一生と家族，子ど 人の一生と家族，子ど
もの発達と保育，高齢 もの発達と保育，高齢 もの発達と保育，高齢 もの発達と保育，高齢
者の生活と福祉，衣食 者の生活と福祉，衣食 者の生活と福祉，衣食 者の生活と福祉，衣食
住，消費生活などにつ 住，消費生活などにつ 住，消費生活などに関 住，消費生活などに関
いて関心をもち，その いて見直し，生活課題 する基礎的・基本的な する基礎的・基本的な
充実向上を目指して意 を主体的に解決するた 技術を総合的に身に付 知識を総合的に身に付
欲的に取り組むととも めに思考を深め，適切 けている。 けている。
に，実践的な態度を身 に判断し工夫し創造す
に付けている。 る能力を身に付けてい

る。
生活技術 人の一生と家族・福 人の一生と家族・福 人の一生と家族・福 人の一生と家族・福

祉，消費生活，衣食 祉，消費生活，衣食 祉，消費生活，衣食 祉，消費生活，衣食
住，家庭生活と技術革 住，家庭生活と技術革 住，家庭生活と技術革 住，家庭生活と技術革
新などについて関心を 新などについて見直 新などに関する基礎的 新などに関する基礎的
もち，その充実向上を し，生活課題を主体的 ・基本的な技術を体験 ・基本的な知識を体験
目指して意欲的に取り に解決するために思考 を通して身に付けてい を通して身に付けてい
組むとともに，実践的 を深め，適切に判断し る。 る。
な態度を身に付けてい 工夫し創造する能力を
る。 身に付けている。
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第３ 必履修科目における内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例
家庭基礎Ⅰ

１ 目標
人の一生と家族・福祉，衣食住，消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ，
家庭生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。

２ 評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

人の一生と家族・福祉， 人の一生と家族・福祉， 人の一生と家族・福祉， 人の一生と家族・福祉，
衣食住，消費生活などに 衣食住，消費生活などに 衣食住，消費生活などに 衣食住，消費生活などに
ついて関心をもち，その ついて見直し，課題を見 関する基礎的・基本的な 関する基礎的・基本的な
充実向上を目指して意欲 付け，その解決を目指し 技術を身に付けている。 知識を身に付けている。
的に取り組むとともに， て思考を深めている。
実践的な態度を身に付け
ている。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準
家庭基礎においては，学習指導要領の内容の（１），（３），（４）の大項目を内容のまとまりとし，

内容の（２）については，ア，イなどの中項目を内容のまとまりとして，評価規準を作成した。
(1) 人の一生と家族・福祉
【 】学習指導要領の内容
人の一生を生涯発達の視点でとらえ，家族や家庭生活の在り方，乳幼児と高齢者の生活と福祉について
理解させ，男女が相互に協力して，家族の一員としての役割を果たし家庭を築くことの重要性について認
識させる。
ア 生涯発達と家族

生涯発達の視点で各ライフステージの特徴と課題について理解させ，青年期の課題を踏まえて，男女
が協力して家庭を築くことの意義と家族や家庭生活の在り方について考えさせる。
イ 乳幼児の発達と保育・福祉

乳幼児の心身の発達と生活，親の役割と保育及び子どもの福祉について理解させ，子どもを生み育て
ることの意義を考えさせるとともに子どもの健全な発達のために，親や家族及び社会の果たす役割が重
要であることを認識させる。
ウ 高齢者の生活と福祉

高齢者の心身の特徴と生活及び高齢者の福祉について理解させ，高齢者の自立生活を支えるために家
族や地域及び社会の果たす役割が重要であることを認識させる。

【「(1) 人の一生と家族・福祉」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

人の一生の営みとしての 生涯発達の視点から，青 家族や家庭生活について 生涯発達と家族，乳幼児
家族や家庭生活，乳幼児 年期の課題を踏まえて， 調査・研究などができる の発達と保育・福祉及び
及び高齢者の生活と福祉 家庭生活の在り方，乳幼 とともに，交流などの実 高齢者の生活と福祉につ
などに関心をもち，家族 児及び高齢者の生活，家 践的活動を通して，乳幼 いて総合的に理解し，人
や保育・福祉の学習を自 族・社会の果たす役割な 児や高齢者と適切にかか の一生の営みを自分の問
分の問題としてとらえ， どについて課題を見付 わるために必要な基礎的 題としてとらえるために
意欲的に学習活動に取り け，その解決を目指して ・基本的な技術を身に付 必要な基礎的・基本的な
組んでいる。 思考を深めている。 けている。 知識を身に付けている。

【「(1) 人の一生と家族・福祉」の評価規準の具体例】

・人の一生を生涯発達の ・自立や男女の平等と相 ・現代の家族の特徴や家 ・生涯発達の考え方に立
視点でとらえ，家族・ 互の協力などの青年期 庭の機能とその変化な ち，各ライフステージ
家庭生活の在り方や生 の課題について具体的 どについて，具体的な ごとの特徴と課題につ
活設計などについて考 に考え，自己の生活設 事例を調査・研究した いて理解している。
えようとしている。 計ともかかわらせなが り，発表したりするこ ・現代の家族の特徴及び
・家事労働などとかかわ ら考えを深めている。 とができる。 家庭の機能について理
らせて各自が担う家庭 ・現代の家族の特徴や家 ・固定的な性別役割分業 解している。
での役割について関心 庭の機能とその変化な 意識の見直しや男女が ・乳幼児の心身の発達と
をもち，男女が協力し どを取り上げ，固定的 協力して築く家族・家 生活，親の役割と保育
て家庭や社会を築くこ な性別役割分業意識の 庭について意見交換し 及び福祉について具体
とを目指して，学習活 見直しや男女が協力し たり，充実した人生を 的に理解している。
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動に取り組んでいる。 て築く家族・家庭につ 送るための生活設計の ・高齢者の心身の特徴と
・乳幼児の心身の発達の いて考えを深めている。 検討ができる。 生活及び福祉について
特徴に関心をもち，発 ・子育ての意義について ・事例研究や実践的な学 具体的に理解している。
達段階や個性に応じて， 考え，子育てを通して 習を通して，乳幼児や
親や家族が子どもとど 得られるものについて 高齢者との触れ合いや
のようにかかわったら 考えを深めている。 交流を深めることがで
よいかなど，保育の在 ・現代の子どもが育つ環 きる。
り方について具体的に 境の変化などについて
考えようとしている。 課題を見付け，それら

・高齢者の心身の特徴と の原因及び解決につい
生活に関心をもち，高 て考え，社会全体で支
齢者を肯定的にとらえ 援することの必要性に
ようとしている。 ついて思考を深めてい

・子どもの健やかな発達 る。
や高齢者を支える地域 ・高齢者の心身の特徴の
及び社会の福祉サービ 一般的な変化と個人差
スの在り方について考 に気付き，高齢者の生
えようとしている。 活の実態と課題につい

て具体的に考えを深め
ている。

(2) 家族の生活と健康
【 】学習指導要領の内容
家族の食生活，衣生活及び住生活に必要な基礎的な知識と技術を習得させ，家族の生活を健康で安全か
つ快適に営むことができるようにする。
ア 食生活の管理と健康

栄養，食品，調理，食品衛生などに関する基礎的な知識と技術を習得させ，家族の食生活を健康で安
全に営むことができるようにする。

【 】「(2) 家族の生活と健康」 ア 食生活の管理と健康 の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

栄養，食品，調理，食品 家族の食生活について課 家族の食生活を健康で安 栄養，食品，調理，食品
衛生などに関心をもち， 題を見付け，その解決を 全に営むために必要な基 衛生などについて理解
意欲をもって学習活動に 目指して思考を深めてい 礎的・基本的な技術を身 し，家族の食生活を健康
取り組んでいる。 る。 に付けている。 で安全に営むために必要

な基礎的・基本的な知識
を身に付けている。

【 】「(2) 家族の生活と健康」 ア 食生活の管理と健康 の評価規準の具体例

・家族の栄養と食事につ ・栄養的にバランスのと ・食品の栄養的特質と調 ・栄養的にバランスのと
いて，各自の食生活を れた食事について，日 理上の性質を家族の献 れた食事の重要性や栄
振り返って考えようと 常の食事と関連付けて 立作成に生かすことが 養素の種類と機能，各
している。 具体的に考えている。 できる。 ライフステージごとの
・主な食品の特質や調理 ・現代の食生活の問題点 ・調理の基礎技術を身に 栄養的な特徴を理解し
法などに関心をもち， について思考を深めて 付けている。 ている。
調理実習・実験に取り いる。 ・配膳や食事のマナーを ・栄養素等摂取の基準や
組んでいる。 ・調理の安全・衛生につ 踏まえ，楽しく食事す 食品群別摂取量の目安
・安全で衛生的な食生活 いて具体的に考えてい る工夫ができる。 を日常の食事と関連付
について考えようとし る。 ・安全と衛生に配慮した けて理解している。
ている。 調理ができる。 ・主な食品の栄養的特質

と調理上の性質を理解
している。
・食品の腐敗や変敗，食
中毒，食品添加物など
について理解している。
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イ 衣生活の管理と健康
【 】学習指導要領の内容

被服の機能と着装，被服材料，被服管理などに関する基礎的な知識と技術を習得させ，家族の衣生活
を健康で快適に営むことができるようにする。

【 】「(2) 家族の生活と健康」イ 衣生活の管理と健康の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

被服の機能と着装，被服 家族の衣生活について課 家族の衣生活を健康で快 被服の機能と着装，被服
材料，被服管理などに関 題を見付け，その解決を 適に営むために必要な基 材料，被服管理などにつ
心をもち，意欲をもって 目指して思考を深めてい 礎的・基本的な技術を身 いて理解し，家族の衣生
学習活動に取り組んでい る。 に付けている。 活を健康で快適に営むた
る。 めに必要な基礎的・基本

的な知識を身に付けてい
る。

【「(2) 家族の生活と健康」イ 衣生活の管理と健康の評価規準の具体例】

・被服の機能に関心をも ・被服の機能と着装につ ・着用目的に応じて健康 ・被服の保健衛生的な機
ち，健康で快適な着装 いて家族の衣生活とか 的で快適な着装ができ 能と社会的機能につい
について考えようとし かわらせて具体的に考 る。 て理解している。
ている。 えている。 ・用途や着用目的に合っ ・被服材料の種類と特徴
・被服材料の性能や改善 ・用途や着用目的に合っ た被服材料の選択や被 及び着心地や手入れ・
に関心をもち，被服材 た被服材料の選択と被 服材料に応じた洗濯が 保管にかかわる性能を
料の選択や被服の管理 服管理について具体的 できる。 理解している。
について考えようとし に考えている。 ・洗剤の働きと汚れが落
ている。 ちる仕組み，乾式洗濯

と湿式洗濯の特徴や利
用上の注意について理
解している。
・資源の有効利用の観点
に立った被服計画の必
要性を理解している。

ウ 住生活の管理と健康
【 】学習指導要領の内容

住居の機能，住生活と健康・安全などに関する基礎的な知識と技術を習得させ，家族の住生活を健康
で快適に営むことができるようにする。

【 】「(2) 家族の生活と健康」ウ 住生活の管理と健康の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

住居の機能，住生活と健 家族の住生活について課 家族の住生活を健康で安 住居の機能，住生活と健
康・安全などに関心をも 題を見付け，その解決を 全かつ快適に営むために 康・安全などについて理
ち，意欲をもって学習活 目指して思考を深めてい 必要な基礎的・基本的な 解し，家族の住生活を健
動に取り組んでいる。 る。 技術を身に付けている。 康で安全かつ快適に営む

ために必要な基礎的・基
本的な知識を身に付けて
いる。

【 】「(2) 家族の生活と健康」ウ 住生活の管理と健康の評価規準の具体例

・住居の機能に関心をも ・健康で安全かつ快適な ・事例研究などを通して， ・家族の生活の場として
ち，家族の生活に応じ 住生活を営むための方 家族の生活に応じた適 の住居の基本的な機能
た適切な住居の計画や 法について具体的に考 切な住居の計画や選択 を理解している。
選択について考えよう えている。 ができる。 ・健康で安全かつ快適な
としている。 ・実験・実習などを通し 住まい方や計画的な維
・健康で安全かつ快適な て，健康で安全かつ快 持管理の必要性につい
住生活を営むための方 適な住まい方について て理解している。
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法を考えようとしてい 検討できる。
る。

・バリアフリーの住宅，
地域の住環境について
関心をもち，考えよう
としている。

(3) 消費生活と環境
【 】学習指導要領の内容

家庭経済や消費生活に関する基礎的な知識を習得させるとともに，現代の消費生活の課題について認識
させ，消費者として責任をもって行動できるようにする。
ア 家庭の経済と消費

家庭の経済生活，社会の変化と消費生活及び消費者の権利と責任について理解させ，消費者として主
体的に判断できるようにする。
イ 消費行動と環境

現代の消費生活と環境とのかかわりについて理解させ，環境負荷の少ない生活を目指して生活意識や
生活様式を見直すことができるようにする。

【「(3) 消費生活と環境」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

家庭の経済と消費，消費 家庭の経済生活，消費者 実践的・体験的な学習活 家庭の経済と消費，消費
行動と環境などに関心を の権利と責任，消費生活 動を通して調査・研究 行動と環境について理解
もち，意欲をもって学習 と環境のかかわりについ し，消費者として責任を し，消費者として責任を
活動に取り組んでいる。 て課題を見付け，その解 もって行動するために必 もって行動できるために

決を目指して思考を深め 要な基礎的・基本的な技 必要な基礎的・基本的な
ている。 術を身に付けている。 知識を身に付けている。

【「(3) 消費生活と環境」の評価規準の具体例】

・家庭の経済生活，社会 ・消費者として主体的に ・社会の変化に伴う家計 ・家計の管理，家庭経済
の変化と消費生活，消 判断できるようになる の管理や消費生活の課 と国民経済とのかかわ
費者の権利と責任につ ために，消費生活の現 題について具体的な事 りについて理解してい
いて関心をもち，適切 状と課題，消費者の権 例を調査・研究したり， る。
な意思決定や消費行動 利と責任について考え 発表したりすることが ・消費生活の現状と消費
について考えようとし を深めている。 できる。 者の権利と責任につい
ている。 ・環境負荷の少ない生活 ・環境負荷の少ない生活 て理解している。

・消費生活と環境とのか を目指し，具体的な事 を目指し,消費生活と ・消費生活と環境とのか
かわりについて関心を 例を通して生活意識や 環境とのかかわりにつ かわりについて理解し
もち，環境負荷の少な 生活様式を見直してい いて検討することがで ている。
い生活について考えよ る。 きる。
うとしている。

(4) ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動
【「(4) ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

内容の（１）～（３）ま 生活の中から課題を見い 目標を明確にし，計画を 「ホームプロジェクト」
での学習の発展として だし，課題解決に向けて 立てて実践できる。 と「学校家庭クラブ活
「ホームプロジェクト」 思考を深め，適切に判断 動」の意義と実施方法に
と「学校家庭クラブ活 している。 ついて理解している。
動」について関心をも
ち，意欲をもって学習活
動に取り組んでいる。

・扱う内容によって，評価規準が異なるため，具体例は示していない。
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家庭総合Ⅱ
１ 目標
人の一生と家族，子どもの発達と保育，高齢者の生活と福祉，衣食住，消費生活などに関する知識
と技術を総合的に習得させ，生活課題を主体的に解決するとともに，家庭生活の充実向上を図る能力
と実践的な態度を育てる。

２ 評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

人の一生と家族，子ども 人の一生と家族，子ども 人の一生と家族，子ども 人の一生と家族，子ども
の発達と保育，高齢者の の発達と保育，高齢者の の発達と保育，高齢者の の発達と保育，高齢者の
生活と福祉，衣食住，消 生活と福祉，衣食住，消 生活と福祉，衣食住，消 生活と福祉，衣食住，消
費生活などについて関心 費生活などについて見直 費生活などに関する基礎 費生活などに関する基礎
をもち，その充実向上を し，生活課題を主体的に 的・基本的な技術を総合 的・基本的な知識を総合
目指して意欲的に取り組 解決するために思考を深 的に身に付けている。 的に身に付けている。
むとともに，実践的な態 め，適切に判断し，工夫
度を身に付けている。 し創造する能力を身に付

けている。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準
家庭総合においては，学習指導要領の内容の（１），（２），（３），（５），（６）の大項目を

内容のまとまりとし，内容の（４）については，ア，イなどの中項目を内容のまとまりとして，評価
規準を作成した。

(1) 人の一生と家族・家庭
【 】学習指導要領の内容
人の一生を生涯発達の視点でとらえ，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会とのかかわりについて理解

させ，男女が相互に協力して，家族の一員としての役割を果たし家庭を築くことの重要性について認識さ
せるとともに，各自の生活設計を考えさせる。
ア 人の一生と発達課題

生涯発達の視点で各ライフステージの特徴と課題について理解させ，青年期の課題である自立や男女
の平等と相互の協力などについて認識させる。
イ 家族・家庭と社会

家庭の機能と家族関係，家族・家庭と法律，家庭生活と福祉などについて理解させ，家族・家庭の意
義，家族・家庭と社会とのかかわり，男女が協力して家庭を築くことの重要性について認識させる。
ウ 生活設計

青年期の課題を踏まえ，生活設計の立案を通して，自己の生き方や将来の家庭生活と職業生活の在り
方について考えさせる。
【「(1) 人の一生と家族・家庭」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

家族や家庭生活の営みを 生涯発達の視点から，青 事例研究や発表などを通 人の一生を生涯発達の視
人の一生とのかかわりの 年期の課題を踏まえて家 して，家族・家庭の在り 点でとらえ，家族・家庭
中でとらえ，家族・家庭 族・家庭の在り方，各自 方や生活設計などについ の意義，家族・家庭と社
の意義，家族・家庭と社 の将来の生活構想などに て検討するために必要な 会とのかかわりについて
会，生活設計などに関心 ついて課題を見付け，そ 基礎的・基本的な技術を 理解し，現在及び将来の
をもち，男女の平等と相 の解決を目指して思考を 身に付けている。 生活の在り方を考えるた
互の協力の観点から意欲 深めている。 めに必要な基礎的・基本
をもって学習活動に取り 的な知識を身に付けてい
組んでいる。 る。

【「(1) 人の一生と家族・家庭」の評価規準の具体例】

・人の一生を生涯発達の ・自立や男女の平等と相 ・現代の家族の特徴や家 ・生涯発達の考え方に立
視点でとらえ，各ライ 互の協力などの青年期 庭の機能とその変化な ち，各ライフステージ
フステージの特徴と課 の課題について，自己 どについて，具体的な ごとの特徴と課題につ
題，青年期の課題につ の生き方とかかわらせ 事例を調査・研究した いて理解している。
いて考えようとしてい て考えを深めている。 り，発表したりするこ ・現代の家族の特徴及び
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る。 ・各自が担う家庭での役 とができる。 家庭の機能について理
・現代の家族の特徴，家 割，親子関係や夫婦関 ・固定的な性別役割分業 解している。
庭の機能と家族関係， 係などの家族関係の在 意識の見直しや男女が ・職業労働と家事労働の
職業労働と家事労働， り方について，具体的 協力して築く家族・家 意義や特徴，現状と課
家族・家庭と法律など な事例や演習を通して 庭について意見交換が 題について理解してい
に関心をもち，これか 考えを深めている。 できる。 る。
らの家族の在り方や社 ・男女がともに家庭生活 ・青年期の課題を踏まえ ・家族に関する法律や社
会とのかかわりについ の責任を果たし，人間 て，充実した人生を送 会保障制度の趣旨と概
て考えようとしている。 らしい働き方をするた るための生活設計を立 要，社会福祉や地域社

・家族・家庭と法律，家 めの課題について考え 案することができる。 会の役割，福祉サービ
庭生活と福祉などに関 を深めている。 スの適切な利用の仕方
心をもち，社会制度と ・家族に関する法律をも などについて理解して
しての家族や福祉の在 とに，社会制度として いる。
り方，ボランテｲア活 の家族について考えて ・ライフスタイルや生活
動について考えようと いる。 にかかわる価値観の多
している。 ・生活設計の立案を通し 様化について理解して
・自分らしいライフスタ て，高校生活の課題， いる。
イルや生活にかかわる 自己の生き方，将来の ・充実した人生を送るた
価値観，生活時間の在 家庭生活と職業生活の めには，生活時間の配
り方などを踏まえ，将 在り方について考えを 分や計画化及び将来の
来の生活設計の立案に 深めている。 生活への目標や展望が
取り組んでいる。 重要であることを理解

している。

(2) 子どもの発達と保育・福祉
【 】学習指導要領の内容

子どもの発達と保育，子どもの福祉などについて理解させるとともに，子どもの健全な発達を支える親
の役割と保育の重要性や社会の果たす役割について認識させ，保育への関心をもたせる。
ア 子どもの発達

母体の健康管理と子どもの誕生，子どもの心身の発達と特徴及び子どもの生活と遊びについて理解さ
せるとともに，子どもの発達と環境とのかかわりについて認識させ，子どもと適切にかかわることがで
きるようにする。
イ 親の役割と保育

親の役割と子どもの人間形成及び親の保育責任とその支援について理解させ，子どもを生み育てるこ
との意義について考えさせるとともに，家庭における親の役割の重要性について認識させる。
ウ 子どもの福祉

子どもが健全に育つことをねらいとした児童福祉の基本的な理念について理解させ，子どもを取り巻
く環境の変化や課題について考えさせる。

【「（２）子どもの発達と保育・福祉」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

子どもの発達と保育，子 子どもの心身の発達や生 実践的・体験的な学習活 子どもの発達と保育，子
どもの福祉など，子ども 活と遊び，親の役割と子 動を通して調査・観察・ どもの福祉などについて
の健全な発達と環境との どもの人間形成などにつ 研究し，子どもと適切に 理解し，子どもの健全な
かかわりに関心をもち， いて，現代の家庭や地域 かかわることができた 発達と支える親や社会の
子どもと適切にかかわろ の生活を見つめて課題を り，子どもの健全な発達 果たす役割について認識
うとしている。 見付け，その解決を目指 を支援するために必要な するために必要な基礎的

して思考を深めている。 基礎的・基本的な技術を ・基本的な知識を身に付
身に付けている。 けている。

【「（２）子どもの発達と保育・福祉」の評価規準の具体例】

・子どもの心身の発達と ・母体の健康管理や生命 ・子どもの発達，生活と ・乳幼児期が人間の発達
その特徴を，子どもが の尊さに関する諸課題 遊びについて調査・観 の基礎をつくる最も重
育つ環境とかかわらせ について，青年期の過 察したことをまとめた 要な時期であることと,
て考えようとしている。 ごし方とかかわらせて り,発表したりするこ 環境の重要性について

・乳児期の「愛着」の形 考えている。 とができる。 理解している。
成や子どもの人格形成 ・現代の子どもの心身の ・保育所や幼稚園等での ・子どもの生活の概要と
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にかかわる親の役割に 発達について，生活や 実習で，子どもと適切 遊びについて理解して
ついて考えようとして 遊びなど近年の少子社 にかかわることができ いる。
いる。 会における子どもを取 る。 ・人間形成の基礎となる
・子どもを生み育てるこ り巻く環境の変化など ・事例研究やロールプレ 乳幼児期は，親による
との社会的意義や子育 を視野に入れ課題を見 イングなどを通して， 働きかけが重要である
てを通して得られるも 付け，それらの原因及 子どもに対する親の働 ことを理解している。
のについて考えようと び解決を考えている。 きかけの方法や親とし ・親が第一義的な保育責
している。 ・子どもを生み育てるこ ての態度などをまとめ 任を果たすための社会
・親への社会的支援の在 との意義，乳幼児期の たり，発表したりする 的支援の在り方や支援
り方や支援策について 重要性と子どもの人間 ことができる。 策について理解してい
考えようとしている。 形成について，親とし ・児童福祉の具体的な法 る。

・近年の子どもを取り巻 ての態度などを考えて 律と制度の趣旨や概要 ・子育てを通して親自身
く環境の変化と課題に いる。 について調査・研究し， も人間的に成長するこ
ついて考え，よりよい ・育児不安や児童虐待な まとめたり，発表した とに気付いている。
環境を保障するための どの事例を踏まえ，そ りすることができる。 ・「児童福祉法」，｢児童
親や家庭，社会が果た れらの原因及び解決を ・子どもを取り巻く環境 憲章」，「児童の権利
す役割を考えようとし 考えている。 の変化や課題について に関する条約」などの
ている。 ・子どもにとってよりよ 調査・研究し，子ども 趣旨や概要から，児童

い環境について考えて が健全に育つための環 福祉の基本的な理念に
いる。 境についてまとめたり， ついて理解している。

発表したりすることが ・近年の子どもを取り巻
できる。 く環境の変化や課題に

ついて理解している。

(3) 高齢者の生活と福祉
【 】学習指導要領の内容

高齢者の心身の特徴と生活，高齢者の福祉などについて理解させるとともに，介護の基礎を体験的に学
ぶことを通して，高齢者の自立生活を支えるために家族や地域及び社会の果たす役割について認識させる。
ア 高齢者の心身の特徴と生活

加齢に伴う心身の変化と特徴について理解させるとともに，高齢者の生活の現状と課題について認識
させ，高齢者との適切なかかわりについて考えさせる。
イ 高齢者の福祉

高齢社会の現状と課題について考えさせ，高齢者福祉の基本的な理念と高齢者福祉サービスについて
理解させる。
ウ 高齢者の介護の基礎

日常生活の介助を体験的に学ぶことを通して，高齢者介護の心構えやコミュニケーションの重要性に
ついて認識させ，高齢者と適切にかかわることができるようにする。

【「(3) 高齢者の生活と福祉」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

高齢者の心身の特徴と生 高齢者の生活を支えるた 実践的・体験的な学習活 高齢者の心身の特徴と生
活，高齢者の福祉，高齢 めに家族や地域及び社会 動を通して調査・研究 活，高齢者の福祉などに
者の介護などに関心をも の果たす役割などについ し，高齢者と適切にかか ついて理解し，高齢者の
ち，意欲をもって学習活 て思考を深めている。 わったり，高齢者の自立 自立生活を支える家族や
動に取り組んでいる。 生活を支えたりするため 地域及び社会の果たす役

に必要な基礎的・基本的 割について認識するため
な技術を身に付けてい に必要な基礎的・基本的
る。 な知識を身に付けてい

る。

【「(3) 高齢者の生活と福祉」の評価規準の具体例】

・高齢者の加齢に伴う心 ・高齢者の心身の特徴の ・身近な高齢者への聞き ・加齢に伴う心身の変化
身の変化と特徴，高齢 一般的変化と個人差に 取り調査などを通して， と特徴や高齢者の生活
者の生活に関心をも 気付き，高齢者の生活 高齢者の心身の特徴や 実態を理解している。
ち，高齢者を肯定的に の現状と課題について 生活の現状について， ・高齢社会の現状と課
とらえ，適切にかかわ 具体的に考えを深めて まとめたり発表したり 題，高齢者福祉の基本
ろうとしている いる。 することができる。 的な理念と近年の高齢
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・高齢社会の現状や課 ・我が国の高齢化の特徴 ・生徒の居住地域の高齢 者福祉サービスの概要
題，高齢者の自立生活 や居住地域の高齢化の 化の状況や福祉サービ について理解してい
支援の在り方などにつ 状況を踏まえ，高齢者 スについて，まとめた る。
いて考えようとしてい 福祉サービスについて り発表したりすること ・日常的な介助の具体的
る。 具体的に考えを深めて ができる。 な方法や留意すべきこ

・高齢者介護の心構えや いる。 ・高齢者と適切にかかわ となどについて理解し
コミュニケーションの ・日常生活の介助につい ることができる。 ている。
在り方について考えよ ての具体的方法や留意 ・高齢者に対する共感の
うとしている。 すべきことなどについ 大切さを理解してい

て考えている。 る。

(4) 生活の科学と文化
【学習指導要領の内容】

衣食住の生活を科学的に理解させるとともに，衣食住に関する先人の知恵や文化を考えさせ，充実した
衣食住の生活を営むことができるようにする。
ア 食生活の科学と文化

栄養，食品，調理などについて科学的に理解させるとともに，食生活の文化に関心をもたせ，必要な
技術を習得して充実した食生活を営むことができるようにする。

【「(4) 生活の科学と文化 ア食生活の科学と文化」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

栄養，食品，調理などの 栄養，食品などについて 食生活を充実向上するた 栄養，食品，調理などに
食生活の科学と文化に関 課題を見付け，その解決 めに必要な食品の選択， ついて，科学的に理解
心をもち，意欲をもって を目指して思考を深め， 調理，食生活の管理など し，心豊かで充実した食
学習活動に取り組んでい 適切に判断できる。 の基礎的・基本的な技術 生活を営むために必要な
る。 を身に付けている。 基礎的・基本的な知識を

身に付けている。

【「(4) 生活の科学と文化 ア食生活の科学と文化」の評価規準の具体例】

・食生活の文化に関心を ・現代の食生活や食事の ・家族の栄養や嗜好，調 ・栄養素の種類と機能，
もち，人間と食べ物と 意義について考えてい 理の能率，経済面など 栄養素等摂取の基準や
のかかわりついて考え る。 を考慮した適切な一日 食品群別摂取量の目安
ようとしている。 ・栄養素等摂取の基準や の献立作成ができる。 を理解している。

・家族や自分の食生活に 食品群別摂取量の目安 ・日本食品標準成分表を ・主な食品の栄養的特質
ついて，栄養や健康と について，家族や自分 活用した食事の栄養価 を食品群と関連させて
かかわらせて考えよう の食生活と関連させて 計算ができる。 理解している。
としている。 具体的に考えている。 ・調理の基礎技術を身に ・食品の調理上の性質を
・食生活の多様化や食環 ・近年の食品の安全性に 付けている。 生かした調理法につい
境の変化に関心をもち， ついて思考を深めてい ・配膳や食事のマナーを て理解している。
調理実習・実験に取り る。 踏まえ，楽しく食事す ・配膳や食事のマナーに
組んでいる。 る工夫ができる。 ついて理解している。

・健康や安全に配慮した ・健康や安全に配慮した ・食品の安全性にかかわ
食生活について考えよ 食生活の管理ができる。 る問題点などを通して，
うとしている。 食生活と健康との関連

を理解している。

イ 衣生活の科学と文化
【 】学習指導要領の内容

被服材料，被服の構成，被服製作，被服整理などについて科学的に理解させるとともに，衣生活の文
化に関心をもたせ，必要な技術を習得して充実した衣生活を営むことができるようにする。

【 】「(4) 生活の科学と文化 イ 衣生活の科学と文化」の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

被服材料，被服の構成， 被服材料，被服の構成， 衣生活を充実向上するた 被服材料，被服の構成，
被服製作，被服整理など 被服整理などについて課 めに必要な被服製作，被 被服製作，被服整理など
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の衣生活の科学と文化に 題を見付け，その解決を 服計画，被服整理などの について科学的に理解
関心をもち，意欲をもっ 目指して思考を深め，適 基礎的・基本的技術を身 し，心豊かで充実した衣
て学習活動に取り組んで 切に判断できる。 に付けている。 生活を営むために必要な
いる。 基礎的・基本的知識を身

に付けている。

【「(4) 生活の科学と文化 イ 衣生活の科学と文化」の評価規準の具体例】

・衣生活の文化に関心を ・被服の機能と着装につ ・実習を通して，被服の ・被服材料の種類と特徴
もち，人間と被服との いて，家族の衣生活と 製作ができる。 及び着心地や手入れ・
かかわりについて考え かかわらせて考えてい ・用途や着用目的に合っ 保管にかかわる性能に
ようとしている。 る。 た被服材料の選択や被 ついて理解している。

・被服材料の性能と特徴 ・用途や着用目的に合っ 服材料に応じた洗濯， ・着心地のよい被服は着
について，着心地など た被服材料の選択と被 仕上げ，保管等ができ 用目的や動作などに合
とかかわらせて具体的 服管理について具体的 る。 った被服であることを
に考えようとしてい に考えている。 ・健康，安全，環境保全 理解している。
る。 ・健康と安全に配慮した などについて配慮し， ・洗剤の働きと汚れが落
・被服構成や縫製技術の 衣服の調達と活用，資 衣生活の管理が適切に ちる仕組み，乾式洗濯
特徴に関心をもち，被 源・エネルギー問題や できる。 と湿式洗濯の特徴や利
服製作に取り組んでい 環境保全に配慮した再 用上の注意について理
る。 利用や適正な廃棄の方 解している。

・被服材料に応じた被服 法などについて考えを ・資源の有効利用の観点
整理や適切な衣生活の 深めている。 に立った被服計画の必
管理について考えよう 要性を理解している。
としている。

ウ 住生活の科学と文化
【 】学習指導要領の内容

住居の機能，住空間の計画，住環境の整備などについて科学的に理解させるとともに，住生活の文化
に関心をもたせ，必要な技術を習得して充実した住生活を営むことができるようにする。

【 】「(4) 生活の科学と文化 ウ 住生活の科学と文化」の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

住居の機能，住空間の計 住空間の計画，住環境の 住生活を充実向上するた 住居の機能，住空間の計
画，住環境の整備などの 整備などについて課題を めに必要な住空間の計画 画，住環境の整備などに
住生活の科学と文化に関 見付け，その解決を目指 や住生活の管理，住環境 ついて科学的に理解し，
心をもち，意欲をもって して思考を深め，適切に の整備などの基礎的・基 心豊かで充実した住生活
学習活動に取り組んでい 判断できる。 本的な技術を身に付けて を営むために必要な基礎
る。 いる。 的・基本的な知識を身に

付けている。

【 】「(4) 生活の科学と文化 ウ 住生活の科学と文化」の評価規準の具体例

・住生活の文化に関心を ・想定した家族や住居を ・家族構成などに応じた ・住居の機能について理
もち，住居の機能，人 基に住居の機能や住空 住空間の計画について 解している。
間と住居とのかかわり 間と家族の暮らし方な 検討できる。 ・生活行為と住空間との
について考えようとし どについて考えている。 ・平面図を読み取ること かかわり，動作に必要
ている。 ・健康と安全に配慮した ができる。 な広さ，家具の配置や
・家族構成，ライフステ な室内環境の整備，住 ・健康に配慮した衛生的 動線などについて理解
ージ，生活にかかわる 居の計画的な維持管理， な住居や安全に配慮し している。
価値観などに応じた住 自然環境や社会環境と た室内環境の整備に必 ・健康や安全に配慮した
空間の計画について検 住生活の関連などにつ 要な基礎的な技術を身 室内環境の整備につい
討しようとしている。 いて考えを深めている。 に付けている。 て理解している。

・様々な生活条件をもっ ・よりよい住環境を整備
た人々が安心して住め するために調査・研究
る住環境について考え したり，発表したりす
ようとしている。 ることができる。
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エ 生活文化の伝承と創造
【 】学習指導要領の内容

衣食住にかかわる生活文化の背景について理解させるとともに，生活文化に関心をもたせ，それを伝
承し創造しようとする意欲をもたせる。

【 】「(4) 生活の科学と文化 エ生活文化の伝承と創造」の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

生活文化に関心をもち, 衣食住のいずれかにかか 衣食住のいずれかにかか 心豊かな生活を営むため
意欲をもって学習活動に わる課題を取り上げ，生 わる課題を取り上げ，実 に必要な生活文化の背景
取り組んでいる。 活文化の伝承と創造とい 験・実習を行ったり，ま や変化を理解している。

う観点から思考を深めて とめて発表したりするこ
いる。 とができる。

【 】「(4) 生活の科学と文化 エ生活文化の伝承と創造」の評価規準の具体例

・衣食住の生活文化につ ・衣食住のいずれかにか ・衣食住のいずれかにか ・生活文化の背景にある
いて関心をもち，生活 かわる課題を取り上げ， かわる課題を取り上げ， 人々の願いや知恵につ
文化の背景にある人々 実験・実習を通して， 実験・実習を行ったり， いて理解している。
の願いや知恵について 生活文化の背景や伝承 生活文化の背景や伝承 ・生活文化は社会状況や
考えようとしている。 と創造について考えを と創造の観点から，ま 価値観の変化によって
・生活文化について関心 深めている。 とめて発表したりする 変化するものであるこ
をもち，衣食住にかか ことができる。 とに気付く。
わる実験・実習に取り
組んでいる。

(5) 消費生活と資源・環境
【 】学習指導要領の内容

家庭の経済生活，消費者の権利と責任などについて理解させるとともに，現代の消費生活の課題につい
て認識させ，資源や環境に配慮し，消費者としての適切な意思決定に基づいて，責任をもって行動できる
ようにする。
ア 消費行動と意思決定

消費行動における意思決定の過程とその重要性について認識させる。
イ 家庭の経済生活
家庭経済と国民経済とのかかわりについて理解させ，主体的な家計管理と家庭の経済計画の重要性に
ついて認識させる。
ウ 消費者の権利と責任

消費生活の現状と課題，消費者問題と消費者の保護，消費者の責任及び生活情報の収集・選択と活用
について理解させ，消費者として主体的に判断し責任をもって行動できるようにする。
エ 消費行動と資源・環境

現代の消費生活と資源や環境とのかかわりについて理解させ，環境負荷の少ない生活を目指して生活
意識や生活様式を見直し，環境に調和した生活を工夫できるようにする。

【「(5) 消費生活と資源・環境」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

消費行動と意思決定，家 家庭経済と国民経済との 実践的・体験的な学習活 消費行動と意思決定，家
庭の経済生活，消費者の かかわり，消費生活の課 動を通して調査・研究 庭の経済生活，消費者の
権利と責任，消費行動と 題，資源や環境とのかか し，自立した消費者とし 権利と責任，消費行動と
資源・環境などに関心を わりについて課題を見付 て責任をもって行動でき 資源・環境について理解
もち，意欲をもって学習 け，その解決を目指して るために必要な基礎的・ し，適切な意思決定に基
活動に取り組んでいる。 思考を深めている。 基本的な技術を身に付け づいて，責任をもって行

ている。 動できるために必要な基
礎的・基本的な知識を身
に付けている。
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【「(5) 消費生活と資源・環境」の評価規準の具体例】

・消費行動における意思 ・家庭管理における経済 ・消費行動における意思 ・消費行動における意思
決定の過程について関 計画や予算生活の重要 決定の過程について， 決定の過程とその重要
心をもち，資源の適切 性について考えている。 具体的な事例を通して 性について理解してい
な活用とかかわらせて ・消費者として主体的に 検討することができる。 る。
考えようとしている。 判断するために消費生 ・消費者として主体的に ・家庭経済と国民経済と
・家庭経済と国民経済と 活の現状と課題，消費 判断し行動するために のかかわり，家計の管
のかかわりについて関 者問題と消費者の保護 必要な生活情報を適切 理や経済計画の重要性
心をもち，家庭の経済 や責任，生活情報の収 に活用することができ について理解している。
計画の重要性について 集・選択と活用につい る。 ・消費者問題と消費者の
考えようとしている。 て考えている。 ・資源調達から廃棄まで 保護，消費者の権利と
・消費生活の現状と課題， ・環境に調和したライフ の各段階における環境 責任，生活情報の収集
消費者問題と消費者の スタイルの在り方につ 負荷について検討し， ・選択と活用について
保護や責任，生活情報 いて思考を深めている。 環境に調和した生活を 具体的な事例を通して
の収集・選択と活用に 工夫することができる。 理解している。
ついて関心をもち，ど ・消費生活と資源や環境
のように行動したらよ とのかかわりについて
いか考えようとしてい 理解している。
る。

・消費生活と資源や環境
とのかかわりについて
関心をもち，環境負荷
の少ない生活の実践を
目指して工夫しようと
している。

(6) ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動
【「(6) ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

内容の（１）～（５）ま 生活の中から課題を見い 目標を明確にし，計画を 「ホームプロジェクト」
での学習の発展として だし，課題解決に向けて 立てて実践できる。 と「学校家庭クラブ活
「ホームプロジェクト」 思考を深め，適切に判断 動」の意義と実施方法に
と「学校家庭クラブ活 している。 ついて理解している。
動」について関心をも
ち，意欲をもって学習活
動に取り組んでいる。

・扱う内容によって，評価規準が異なるため，具体例は示していない。
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生活技術Ⅲ
１ 目標

人の一生と家族・福祉，消費生活，衣食住，家庭生活と技術革新などに関する知識と技術を体験的
に習得させ，生活課題を主体的に解決するとともに，家庭生活の充実向上を図る能力と実践的な態度
を育てる。

２ 評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

人の一生と家族・福祉， 人の一生と家族・福祉， 人の一生と家族・福祉， 人の一生と家族・福祉，
消費生活，衣食住，家庭 消費生活，衣食住，家庭 消費生活，衣食住，家庭 消費生活，衣食住，家庭
生活と技術革新などにつ 生活と技術革新などにつ 生活と技術革新などに関 生活と技術革新などに関
いて関心をもち，その充 いて見直し，課題を見付 する基礎的・基本的な技 する基礎的・基本的な知
実向上を目指して意欲的 け，その解決を目指して 術を体験を通して身に付 識を体験を通して身に付
に取り組むとともに，実 思考を深め，適切に判断 けている。 けている。
践的な態度を身に付けて し工夫し創造する能力を
いる。 身に付けている。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準
生活技術においては，学習指導要領の内容の（１），（２）などの大項目を内容のまとまりとし，

これらごとに評価規準を作成した。

(1) 人の一生と家族・福祉
【 】学習指導要領の内容
人の一生を生涯発達の視点でとらえ，家族や家庭生活の在り方，乳幼児と高齢者の生活と福祉について

理解させ，男女が相互に協力して，家族の一員としての役割を果たし家庭を築くことの重要性について認
識させる。
ア 生涯発達と家族

生涯発達の視点で各ライフステージの特徴と課題について理解させ，青年期の課題を踏まえて，男女
が協力して家庭を築くことの意義と家族や家庭生活の在り方について考えさせる。
イ 乳幼児の発達と保育・福祉

乳幼児の心身の発達と生活，親の役割と保育及び子どもの福祉について理解させ，子どもを生み育て
ることの意義を考えさせるとともに子どもの健全な発達のために，親や家族及び社会の果たす役割が重
要であることを認識させる。
ウ 高齢者の生活と福祉

高齢者の心身の特徴と生活及び高齢者の福祉について理解させ，高齢者の自立生活を支えるために家
族や地域及び社会の果たす役割が重要であることを認識させる。

【「(1) 人の一生と家族・福祉」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

人の一生の営みとしての 生涯発達の視点から，青 家族や家庭生活について 生涯発達と家族，乳幼児
家族や家庭生活，乳幼児 年期の課題を踏まえて， 調査・研究などができる の発達と保育・福祉及び
及び高齢者の生活と福祉 家庭生活の在り方，乳幼 とともに，交流などの実 高齢者の生活と福祉につ
などに関心をもち，家族 児及び高齢者の生活，家 践的活動を通して，乳幼 いて総合的に理解し，人
や保育・福祉の学習を自 族・社会の果たす役割な 児や高齢者と適切にかか の一生の営みを自分の問
分の問題としてとらえ， どについて課題を見付 わるために必要な基礎的 題としてとらえるために
意欲をもって学習活動に け，その解決を目指して ・基本的な技術を身に付 必要な基礎的・基本的な
取り組んでいる。 思考を深めている。 けている。 知識を身に付けている。

【「(1) 人の一生と家族・福祉」の評価規準の具体例】

・人の一生を生涯発達の ・自立や男女の平等と相 ・現代の家族の特徴や家 ・生涯発達の考え方に立
視点でとらえ，家族・ 互の協力などの青年期 庭の機能とその変化な ち，各ライフステージ
家庭生活の在り方や生 の課題について具体的 どについて，具体的な ごとの特徴と課題につ
活設計などについて考 に考え，自己の生活設 事例を調査・研究した いて理解している。
えようとしている。 計ともかかわらせなが り，発表したりするこ ・現代の家族の特徴及び
・家事労働などとかかわ ら考えを深めている。 とができる。 家庭の機能について理
らせて各自が担う家庭 ・現代の家族の特徴や家 ・固定的な性別役割分業 解している。
での役割について関心 庭の機能とその変化な 意識の見直しや男女が ・乳幼児の心身の発達と
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をもち，男女が協力し どを取り上げ，固定的 協力して築く家族・家 生活，親の役割と保育
て家庭や社会を築くこ な性別役割分業意識の 庭について意見交換し 及び福祉について具体
とを目指して，学習活 見直しや男女が協力し たり，充実した人生を 的に理解している。
動に取り組んでいる。 て築く家族・家庭につ 送るための生活設計の ・高齢者の心身の特徴と
・乳幼児の心身の発達の いて考えを深めている。 検討ができる。 生活及び福祉について
特徴に関心をもち，発 ・子育ての意義について ・事例研究や実践的な学 具体的に理解している。
達段階や個性に応じ 考え，子育てを通して 習を通して，乳幼児や
て，親や家族が子ども 得られるものについて 高齢者との触れ合いや
とどのようにかかわっ 考えを深めている。 交流を深めることがで
たらよいかなど，保育 ・現代の子どもが育つ環 きる。
の在り方について具体 境の変化などについて
的に考えようとしてい 課題を見付け，それら
る。 の原因及び解決につい

・高齢者の心身の特徴と て考え，社会全体で支
生活に関心をもち，高 援することの必要性に
齢者を肯定的にとらえ ついて考えを深めてい
ようとしている。 る。

・子どもの健やかな発達 ・高齢者の心身の特徴の
や高齢者を支える地域 一般的な変化と個人差
及び社会の福祉サービ に気付き，高齢者の生
スの在り方について考 活の実態と課題につい
えようとしている。 て具体的に考えを深め

ている。

(2) 消費生活と環境
【 】学習指導要領の内容

家庭経済や消費生活に関する基礎的な知識を習得させるとともに，現代の消費生活の課題について認識
させ，消費者として責任をもって行動できるようにする。
ア 家庭の経済と消費

家庭の経済生活，社会の変化と消費生活及び消費者の権利と責任について理解させ，消費者として主
体的に判断できるようにする。
イ 消費行動と環境

現代の消費生活と環境とのかかわりについて理解させ，環境負荷の少ない生活を目指して生活意識や
生活様式を見直すことができるようにする。

【「(2) 消費生活と環境」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

家庭の経済と消費，消費 家庭の経済生活，消費者 実践的・体験的な学習活 家庭の経済と消費，消費
行動と環境などに関心を の権利と責任，消費生活 動を通して調査・研究 行動と環境について理解
もち，意欲をもって学習 と環境のかかわりについ し，消費者として責任を し，消費者として責任を
活動に取り組んでいる。 て課題を見付け，その解 もって行動するために必 もって行動できるために

決を目指して思考を深め 要な基礎的・基本的な技 必要な基礎的・基本的な
ている。 術を身に付けている。 知識を身に付けている。

【「(2) 消費生活と環境」の評価規準の具体例】

・家庭の経済生活，社会 ・消費者として主体的に ・社会の変化に伴う家計 ・家計の管理，家庭経済
の変化と消費生活，消 判断できるようになる の管理や消費生活の課 と国民経済とのかかわ
費者の権利と責任につ ために，消費生活の現 題について具体的な事 りについて理解してい
いて関心をもち，適切 状と課題，消費者の権 例を調査・研究したり， る。
な意思決定や消費行動 利と責任について考え 発表したりすることが ・消費生活の現状と消費
について考えようとし ている。 できる。 者の権利と責任につい
ている。 ・環境負荷の少ない生活 ・環境負荷の少ない生活 て理解している。

・消費生活と環境とのか を目指し，具体的な事 を目指し,消費生活と ・消費生活と環境とのか
かわりについて関心を 例を通して生活意識や 環境とのかかわりにつ かわりについて理解し
もち，環境負荷の少な 生活様式を見直してい いて検討することがで ている。
い生活について考えよ る。 きる。
うとしている。
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(3) 家庭生活と技術革新
【学習指導要領の内容】

科学技術の進展が家庭生活に及ぼす影響について理解させ，家庭生活の充実を図るためのコンピュータ
の活用や家庭用機器の適切な管理と活用ができるようにする。
ア 科学技術の進展と家庭生活

家庭生活の変化は科学技術の進展と大きくかかわっていることを理解させ，科学技術の家庭生活への
適切な活用について考えさせる。
イ 家庭生活と情報

高度情報通信社会と家庭生活とのかかわりについて理解させ，コンピュータや情報通信ネットワーク
を家庭生活に活用できるようにする。
ウ 家庭生活と電気・機械

家庭用機器の機能と活用及び安全と管理について理解させ，家庭用機器を適切に取り扱うことができ
るようにする。

【「(3) 家庭生活と技術革新」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

科学技術の進展が家庭生 科学技術の進展が家庭生 家庭生活の充実を図るた 科学技術の進展が家庭生
活に及ぼす影響，家庭生 活に及ぼす影響，家庭生 めのコンピュータの活用 活に及ぼす影響について
活におけるコンピュータ 活の充実を図るためのコ や家庭用機器の適切な管 理解し，コンピュータの
の活用，家庭用機器の適 ンピュータの活用，家庭 理と活用に関する基礎的 活用や家庭用機器の適切
切な管理と活用などに関 用機器の適切な管理と活 ・基本的な技術を身に付 な管理と活用に関する基
心をもち，意欲をもって 用などについて思考を深 けている。 礎的・基本的な知識を身
学習活動に取り組んでい めている。 に付けている。
る。

【「(3) 家庭生活と技術革新」の評価規準の具体例】

・科学技術の進展に伴う ・環境への配慮などの総 ・家庭生活の変化と科学 ・家庭生活の変化は，科
家庭生活の変化につい 合的な視点をもつて， 技術の進展とのかかわ 学技術の進展と大きく
て関心をもち，科学技 科学技術の家庭生活へ りについて，調査研究 かかわっていることを
術の家庭生活への適切 の適切な活用について したり発表したりする 理解している。
な活用の方法について 思考を深めている。 ことができる。 ・家庭生活の変化などの
考えようとしている。 ・情報通信ネットワーク ・コンピュータや情報通 具体的な事例を通し
・高度情報通信社会と家 によって収集した情報 信ネットワークを家庭 て，高度情報通信社会
庭生活とのかかわりに の信憑性や発信する情 生活に活用するため と家庭生活とのかかわ
ついて関心をもち，家 報が適切かどうかを判 に，ソフトウェアの基 りについて理解してい
庭生活におけるコンピ 断することを通して， 本操作や情報の収集， る。
ュータや情報通信ネッ 高度情報通信社会にお 処理，発信を適切に行 ・著作権の尊重，個人情
トワークの活用を考え ける家庭生活の在り方 うことができる。 報の保護などの情報モ
ようとしている。 について思考を深めて ・実験実習などを通し ラルについて理解して

・身近な家庭用機器の機 いる。 て，身近な家庭用機器 いる。
能と活用及び安全と管 ・身近な家庭用機器につ の機能を生かした安全 ・身近な家庭用機器の機
理に関心をもち，適切 いて，その機能と活用 かつ適切な活用ができ 能，活用方法，安全な
な取扱いについて考え 方法，安全な使い方と る。 使い方と管理の方法に
ようとしている。 管理の方法など適切な ついて理解している。

取扱いを考えている。
・環境保全や資源の有効
利用の立場から，家庭
用機器の適切な選択や
活用について考えてい
る。

(4) 食生活の設計と調理
【学習指導要領の内容】

栄養，食品，調理などに関する知識と技術を習得させ，充実した食生活を営むことができるようにする。
ア 家族の食生活と栄養

家族の食生活の現状と課題について考えさせ，健康と栄養とのかかわりについて理解させるとともに，
健康の保持増進に配慮した食生活の工夫ができるようにする。
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イ 食品と調理
食品の栄養的特質と調理上の性質について理解させ，献立作成ができるようにするとともに，調理技

術の習得を図り，家族の食事を整えることができるようにする｡
ウ 食生活の管理

食生活環境の変化及び食生活の安全と衛生について理解させ，健康や安全に配慮した食生活の管理が
できるようにする。

【「(4) 食生活の設計と調理」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

栄養，食品，調理などの 充実した食生活を営むた 食生活と技術とのかかわ 栄養，食品，調理などに
食生活の設計に関心をも めに必要な栄養，食品な りを考え，食生活を合理 ついて理解し，充実した
ち，意欲をもって学習活 どについて課題を見付 的に管理するために必要 食生活を営むために必要
動に取り組んでいる。 け，その解決を目指して な栄養，食品，調理など な基礎的・基本的な知識

思考を深め，適切に判断 に関する基礎的・基本的 を身に付けている。
できる。 な技術を身に付けてい

る。

【「(4) 食生活の設計と調理」の評価規準の具体例】

・家族の食生活の現状と ・各自の食生活を振り返 ・日本食品標準成分表や ・栄養的にバランスのと
課題について，健康や る中で，青年期の食生 食品群別摂取量の目安 れた食事の重要性や栄
栄養とかかわらせて考 活の重要性について考 を用いて，日常の食事 養素の機能と種類，各
えようとしている。 えている。 の栄養価計算や栄養診 ライフステージごとの
・食品の栄養的特質と調 ・家族の食生活の課題に 断ができる。 栄養的な特徴を理解し
理上の性質などに関心 ついて，健康や栄養と ・栄養価計算や栄養診断 ている。
をもち，調理実習・実 かかわらせて思考を深 の結果を生かして，健 ・栄養素等摂取の基準の
験に取り組んでいる。 め，食生活の工夫につ 康の保持増進に配慮し 考え方について理解し
・食生活環境の変化及び いて具体的に考えてい た食生活の工夫ができ ている。
安全と衛生に関心をも る。 る。 ・主な食品の栄養的特質
ち，食生活の管理の在 ・食品の適切な選択につ ・生鮮食品や加工食品の を食品群と関連させて
り方について考えよう いて，具体的に考えて 鑑別方法を踏まえ，食 理解している。
としている。 いる。 品を適切に選択するこ ・食品の調理上の性質に

・食生活環境の変化に対 とができる。 ついて，その成分の変
応した食生活の在り方 ・家族の栄養や嗜好，食 化や食味などとかかわ
について考えを深めて 費，調理の能率などを らせて理解している。
いる。 考慮した適切な献立作 ・食品の加工と風味や保
・食生活の安全と衛生に 成ができる。 存性との関連について
ついて具体的に考えて ・食品の調理上の性質や 理解している。
いる。 調理・加工による変化 ・調理法の要点について

などを考慮した調理の 理解している。
基礎技術を身に付けて ・食生活を取り巻く環境
いる。 の変化について理解し
・配膳や食事のマナーな ている。
どを考えた調理ができ ・食生活の安全と衛生に
る。 かかわる食品の腐敗や
・健康や安全に配慮した 変敗，食中毒，食品添
食生活の管理ができる。 加物などについて理解

している。

(5) 衣生活の設計と製作
【学習指導要領の内容】

被服の着装，製作，管理などに関する知識と技術を習得させ，充実した衣生活を営むことができるよう
にする。
ア 被服の機能と着装

被服の機能と着装について理解させ，被服計画を考えて適切に選択し，着装できるようにする。
イ 被服の構成と製作

体型や動作と被服とのかかわり及び立体構成と平面構成の特徴について理解させ，デザインに応じた
適切な被服材料の選択ができるようにするとともに，製作技術の習得を図り，被服の製作ができるよう
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にする。
ウ 衣生活の管理

被服材料の性能と加工，被服の管理などについて理解させ，健康や安全に配慮した衣生活の管理がで
きるようにする。

【「(5) 衣生活の設計と製作」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

被服の着装，製作，管理 充実した衣生活を営むた 衣生活と技術とのかかわ 被服の着装，製作，管理
などの衣生活の設計に関 めに必要な被服の着装， りを考え，衣生活を合理 などについて理解し，充
心をもち，意欲をもって 管理などについて課題を 的に管理するために必要 実した衣生活を営むため
学習活動に取り組んでい 見付け，その解決を目指 な基礎的・基本的な技術 に必要な基礎的・基本的
る。 して思考を深め，適切に を身に付けている。 な知識を身に付けてい

判断できる。 る。

【「(5) 衣生活の設計と製作」の評価規準の具体例】

・被服の機能と着装に関 ・被服の機能と着用目的 ・各自のライフスタイル ・被服の保健衛生的機能
心をもち，快適で合理 との関係や着装につい に応じた被服計画を立 と社会的機能について
的な衣生活について考 て考えている。 てることができる。 理解している。
えようとしている。 ・用途や着用目的に合っ ・被服を適切に選択して， ・快適で合理的な衣生活

・被服構成や縫製技術の た被服材料の選択と被 よりよい着装ができる。 を営むための被服計画
特徴に関心をもち，製 服管理について具体的 ・用途，着用目的，デザ の必要性を理解してい
作計画を立てて，被服 に考えている。 インに応じた適切な被 る。
製作に取り組んでいる。 ・環境に配慮した洗濯に 服材料の選択ができる。 ・体型や動作と被服との

・被服材料の性能と加工 ついて考えを深めてい ・製作計画を立てて，合 かかわりについて理解
について，着心地など る。 理的かつ能率的に被服 している。
とかかわらせて具体的 ・健康と安全に配慮した を製作し，着用と評価 ・立体構成と平面構成の
に考えようとしている。 衣服の調達と活用，資 ができる。 特徴について具体的に

・被服材料に応じた被服 源・エネルギー問題や ・被服材料に応じた洗濯 理解している。
整理や適切な衣生活の 環境保全に配慮した再 と仕上げができる。 ・被服材料の種類と性能，
管理について考えよう 利用や適正な廃棄の方 ・健康・安全・環境保全 取扱い上の特徴及び性
としている。 法などについて考えを などについて配慮し， 能の改善について理解

深めている。 衣生活の管理が適切に している。
できる。 ・乾式洗濯と湿式洗濯の

特徴や利用上の注意，
洗剤の働きと汚れが落
ちる仕組み，仕上げや
保管の方法などについ
て理解している。

(6) 住生活の設計とインテリアデザイン
【学習指導要領の内容】

住居の機能，設計，管理などに関する知識と技術を習得させ，充実した住生活を営むことができるよう
にする。
ア 家族の生活と住居

住居の機能，家族の生活と住空間及び住環境と地域社会について理解させ，快適な住生活と周囲の環
境や地域社会とのかかわりについて考えさせる。
イ 住居の設計とインテリア計画

快適で機能的な住生活を営むために必要な条件について理解させ，家族の形態や暮らし方を想定した
住居の平面計画やインテリア計画ができるようにする。
ウ 住生活の管理

住居の選択と維持管理及び住居の安全と衛生について理解させ，健康や安全に配慮した住生活の管理
ができるようにする。
エ 生活と園芸

草花や野菜の栽培と利用に関する基礎的な知識と技術を習得させ，園芸を用いて生活環境を豊かにす
る工夫ができるようにする。
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【「(6) 住生活の設計とインテリアデザイン」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

住居の機能，設計，管理 充実した住生活を営むた 住生活と技術とのかかわ 住居の機能，設計，管理
などの住生活の設計に関 めに住居の機能，設計， りを考え，住生活を合理 などについて理解し，充
心をもち，意欲をもって 管理などについて課題を 的に管理するために必要 実した住生活を営むため
学習活動に取り組んでい 見付け，その解決を目指 な基礎的・基本的な技術 に必要な基礎的・基本的
る。 して思考を深め，適切に を身に付けている。 な知識を身に付けている

判断できる。

【「(6) 住生活の設計とインテリアデザイン」の評価規準の具体例】

・住居の機能，住空間や ・住居の機能や生活行為 ・平面図を読み取ること ・住居の機能，家族の生
住環境について関心を と住空間などについて ができ，住居の平面計 活と住空間とのかかわ
もち，様々な人々が安 考えている。 画が表現できる。 り，住環境や地域社会
心して住める街づくり ・住環境をよりよくする ・美しく快適で機能的な との関連について理解
について考えようとし ために周囲の環境や地 室内空間を実現させる している。
ている。 域社会とのかかわりに インテリア計画ができ ・住居の平面計画やイン
・快適で機能的な住生活 ついて考えている。 る。 テリア計画に必要な条
を営むために必要な条 ・様々な家族形態やライ ・健康や安全に配慮した 件や要素などについて
件に関心をもち，住居 フスタイルを想定した 住生活の管理ができる。 理解している。
の平面計画やインテリ 平面計画を具体的に考 ・草花や野菜の栽培と利 ・住居を選択する際に考
ア計画に取り組んでい えている。 用に関する基礎的な技 慮すべき事項について
る。 ・住居の選択と計画的な 術を身に付け，生活環 理解している。

・住居の安全と衛生など 維持管理，健康や安全 境を豊かにすることが ・住居の計画的な維持管
について関心をもち， に配慮した住生活の管 できる。 理の必要性について理
住生活の管理の在り方 理について考えを深め 解している。
について考えようとし ている。 ・住居の安全と衛生につ
ている。 ・園芸を利用して生活環 いて理解している。

・生活環境と園芸のかか 境を豊かにするための ・草花や野菜の栽培と利
わりについて関心をも 工夫を考えている。 用に関する基礎的な知
ち，園芸の利用につい 識を身に付けている。
て具体的に考えようと
している。

(7) ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動
【 】「(7) ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動」の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

内容の（１）～（６）ま 生活の中から課題を見い 目標を明確にし，計画を 「ホームプロジェクト」
での学習の発展として だし，課題解決に向けて 立てて実践できる。 と「学校家庭クラブ活
「ホームプロジェクト」 思考を深め，適切に判断 動」の意義と実施方法に
と「学校家庭クラブ活 している。 ついて理解している。
動」について関心をも
ち，意欲をもって学習活
動に取り組んでいる。

・扱う内容によって，評価規準が異なるため，具体例は示していない。
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第４ 単元の評価に関する事例

家庭総合Ⅱ

ここでは，「家庭総合」における単元｢(2)子どもの発達と保育・福祉｣（18時間）のうち，小単元として
「イ 親の役割と保育」を取り上げて，評価に関する具体的な事例を紹介する。
単元｢(2)子どもの発達と保育・福祉｣では，ア 子どもの発達，イ 親の役割と保育 ウ 子どもの福祉

について，相互の関連を図って指導することにより，単元の目標である「子どもの発達と保育，子どもの福
祉などについて理解させるとともに，子どもの健全な発達を支える親の役割と保育の重要性や社会の果たす
役割について認識させ，保育への関心をもたせる。」の実現を目指している。
特に，小単元「イ 親の役割と保育」では，子どもの健全な発達を支える親の役割と保育の重要性や社会
の果たす役割などについて，生徒自身が深く考え，認識することができるようにすることが重要であり，こ
こでは，事例研究やミニ討論会などを取り入れるなどの学習指導を工夫した事例を取り上げた。

小単元名 「親の役割と保育」（８時間）

１ 小単元の目標

親の役割と子どもの人間形成及び親の保育責任とその支援について理解させ，子どもを生み育てる
ことの意義について考えさせるとともに，家庭における親の役割の重要性について認識させる。

単元の指導計画 （総授業時数１８時間）
ア 子どもの発達 ８時間
イ 親の役割と保育 ８時間
（ア）親の役割と子どもの人間形成

①ビデオ視聴と意見交換 ・・・・・・・・・・・・・・１時間
②ケーススタディ ・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間

（イ）親の保育責任とその支援
①新聞やインターネットを活用した事例研究 ・・・・・２時間
②ワークシートを利用した支援策の整理 ・・・・・・・１時間

（ウ）子どもを生み育てることの意義
①インタビュー結果を活用したミニ討論会 ・・・・・・２時間

ウ 子どもの福祉 ２時間

小単元の評価規準２

(2) 子どもの発達と保育・福祉，イ 親の役割と保育（８時間）】 ＊小単元ア，ウは省略【

思考・判断 技能・表現 知識・理解関心・意欲・態度

子どもの発達と保育， 子どもの心身の発達や生 実践的・体験的な学習活 子どもの発達と保育，子
内ご 子どもの福祉など，子 活と遊び，親の役割と子 動を通して調査・観察・ どもの福祉などについて
容と どもの健全な発達と環 どもの人間形成などにつ 研究し，子どもと適切に 理解し，子どもの健全な
のの 境とのかかわりに関心 いて，現代の家庭や地域 かかわることができた 発達と支える親や社会の
ま評 をもち，子どもと適切 の生活を見つめて課題を り，子どもの健全な発達 果たす役割について認識
と価 にかかわろうとしてい 見付け，その解決を目指 を支援するために必要な するために必要な基礎
ま規 る。 して思考を深めている。 基礎的・基本的な技術を 的・基本的な知識を身に
り準 身に付けている。 付けている。

・乳児期の「愛着」の ・乳幼児期の重要性と子 ・事例研究やロールプレ ・人間形成の基礎となる
形成や子どもの人間 どもの人間形成につい イングなどを通して， 幼児期は，親による働
形成にかかわる親の て，親としての態度な 子どもに対する親の働 きかけが重要であるこ
役割について考えよ どを考えている。 きかけの方法や親とし とを理解している。小
うとしている。 ・育児不安や児童虐待な ての態度などをまとめ ・親が第一義的な保育責単
・親への社会的支援の どの事例を踏まえ，そ たり，発表したりする 任を果たすための社会元
在り方や支援策につ れらの原因及び解決を ことができる。 的支援の在り方や支援の
いて考えようとして 考えている。 策について理解してい評
いる。 ・子どもを生み育てるこ る。価
・子どもを生み育てる との意義を考えてい ・子育てを通して親自身規
ことの社会的意義や る。 も人間的に成長するこ準
子育てを通して得ら とに気付いている。
れるものについて考
えようとしている。
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小単元イ(ア)～（ウ）の指導計画から，単位時間における指導目標を明確にし，具体的３ 指導と評価の計画

」ように設定している 示された評価規準の具体例は おおむね満足できると判断。 ，「 される
（ ） ，た。 注 ペーパーテストについては

時

題 材 ね ら い 学 習 活 動 間 関心・意欲・態度

(ア)親の役割と子ども ○人間形成の基礎を培う ビデオ（胎児期から乳幼児 １ ①乳幼児と親とのかかわり・
の人間形成 乳幼児期の子どもと親 期までの親子の触れ合いの について，関心をもって

とのかかわりに関心を 記録）視聴を通して，親が ビデオを視聴している。
もつ。 子どもにどのような思いを

（ＶＴＲ視聴記録(1)(5)）もち，どのようにかかわっ
○乳幼児の保育における ているかを知り，乳幼児期
親の役割の重要性につ の親の働きかけの重要性に
いて理解する。 ついて考える。

○子どもの発達段階に応
じたかかわり方を考え ・ケーススタディを通して， ２ ②子どもの発達段階に応じ
ることができる。 親のかかわり方を考える。 ・ た親のかかわり方につい

３ て，自分とかかわらせて
考えようとしている。
（ワークシート１(1)）

(イ)親の保育責任とそ ○保育の第一義的責任は ・新聞や雑誌，インターネッ ４ ③子育てに関する今日的な
の支援 親にあることを理解す トなどから子育てに関する 課題について関心をもち

る。 記事を調べワークシートに 具体的に把握しようとし
まとめておく。 ている。

（ワークシート２(1)①）○親が保育責任を果たす ・調べた記事を，子育ての楽
ためには，周囲の協力 しさ，育児不安，虐待など
や働きかけが必要であ の内容別に整理する。それ
ることを理解すること らの背景や課題などについ
ができる。 て意見交換をし，次時に発

表する事例を決める。
○現在の社会の支援策に
ついて理解する。 ・グループごとに，親の保育 ５ ④グループの発表を聞き，

責任や周囲や地域の支援の 親の保育責任やその支援
必要性について意見をまと の在り方について考えよ
め，発表する。 うとしている。

（ワークシート３(1)）・各グループの発表を聞きな
がら相互評価をする。

・ワークシートに整理するこ ６
とを通して社会の支援策を
理解し，支援の在り方につ
いて考える。

(ウ)子どもを生み育て ○子どもを生み育てるこ ・事前に，子育て中の人に子 ７ ⑤インタビューを通して子
ることの意義 との意義を考え，子育 育ての楽しさや苦労などに ・ どもを生み育てることの

てを通して得られるも ついてインタビューをして ８ 意義を考えようとしてい
（ ）のについて考えること おく。 る。インタビュー用紙

ができる。 ・インタビュー結果を引用し ⑥友人の意見を聞き，自分
て 「子どもを生み育てる にとっての子育ての意義，
ことの意義」についてミニ をまとめようとしている。

（ ）討論会をする。 ミニ討論会のまとめ(2)
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な学習活動を想定して 「題材の評価規準」をより具体化した「学習活動における具体の評価規準」を観点ごとに次の，

状況（Ｂ）を表している。また，どのような評価方法を選択し，評価規準と組み合わせたのかが分かるようにした。

その授業時間中に実施するのではなく，ある程度の内容のまとまりについて実施することなどが考えられる。

学 習 活 動 に お け る 具 体 の 評 価 規 準 評 価 方 法 等

思考・判断 技能・表現 知識・理解 ・教師の評価補助簿（例10）

①子どもの表情や発声な ①特に乳児期には，親の ・ＶＴＲ視聴記録（例１）
どから，その時々の欲 働きかけや子どもとの
求や状態を読み取り適 応答関係の繰り返しに
切に対応することの重 より愛着関係が形成さ
要性について考えてい れることに気付き，そ
る。 の大切さを理解してい

る。（ ）ＶＴＲ視聴記録(2)(3)

（ＶＴＲ視聴記録(4)）

②ケーススタディにおい ①ケーススタディを通し ②子どもの発達段階を理 ・ワークシート１「子どもの発達
て，子どもの人間形成 て，子どもへの接し方 解した親の働きかけが と親の態度について考えよう」
にかかわる親の接し方 や親としての態度をま 重要であることに気付 （例２）

・ ）について具体的に考え とめている。 いている。 ペーパーテスト問１（例３
（ワークシート１(2)） （ワークシート１(3)）ている。

（ ）（ワークシート１(2)） ペーパーテスト問１(3)

（ペーパーテスト問１(1)

(2)）

③調べた記事を基に，現 ②調べた記事についてワ ・ワークシート２「子育てについ
代の子育ての背景や課 ークシートにまとめる て調べてみよう （例４）」
題について考えてい ことができる。

（ワークシート２(1)①,る。
（ワークシート２(1)②， (2)③）

(2)①，②）

④事例研究を通して，親 保育の第一義的な責任 ・ワークシート３「事例研究発表③
の保育責任やそれを支 は，親にあることを理 のまとめ （例５）」
える周囲や地域の支援 解している。
の必要性について考え

（ワークシート３(2)①）ている。
（ワークシート３(2)②）

⑤社会における支援の在 ④親が保育責任を果たせ ・ワークシート４「社会における
り方やどんな支援策が るような社会の支援の 子育て支援 （例６）」
必要かについて考えて 在り方や支援策につい ・ペーパーテスト問２（例７）
いる。 て理解している。
（ワークシート４(3)） （ワークシート４(1)(2)）

（ペーパーテスト問２）

⑥子育ての意義を，私的 ③インタビュー結果から ⑤子育てを通して親自身 ・インタビュー用紙（例８）
な側面と社会的な側面 子育ての意義をまとめ も人間的に成長するこ ・ミニ討論会のまとめ（例９）
の両面から考えている たり，発表したりする とに気付いている。。
（ ） （ ）ミニ討論会のまとめ(3) ミニ討論会のまとめ(3)ことができる。

（ ）ミニ討論会のまとめ(1)
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【参考資料】

〔例１〕ＶＴＲ視聴記録
（ア）親の役割と子どもの人間形成（１限）において，（１）（５）から「関心・意欲・態度」を，

（２）（３）から「思考・判断」を，（４）から「知識・理解」を評価するＶＴＲ視聴記録の例である。

ＶＴＲ視聴記録
年 組 番氏名

テーマ「胎児期から乳児期までの親子の触れ合いの記録」

→関心・意欲・態度①（１）ビデオで見た内容についてまとめよう。

（２）生まれる以前から，父親や母親が子どもにかかわることは，親自身や子どもにとってどのような
→思考・判断①意味があるかまとめよう。

（３）赤ちゃんの表情や発声などの子どもの発するサインに対して，親はどのように対応していたのか
。→思考・判断①まとめよう

→知識・理解①（４）「愛着」と呼ばれる心の絆は，どのようにして築かれるのか考えてみよう。

→ 関心・意欲・態度①（５）ＶＴＲを視聴しての感想をまとめよう。
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〔例２〕ワークシート１ 「子どもの発達と親の態度について考えよう」
（ア）親の役割と子どもの人間形成（２・３限）において，（１）から「関心・意欲・態度」を，（２）
から「思考・判断」及び「技能・表現」を，（３）から「知識・理解」を評価するねらいのワークシートの
例である。

「子どもの発達と親の態度について考えよう」
年 組 番氏名

【場面設定】

ある休日のデパートでのできごと。３歳くらいの男の子が手足をばたつかせながら，「ちがうも
ん。同じじゃないもん。欲しいよ～。買って～！」と泣き叫んでいる。近くにいる親は「同じよう
なものがをいくつもあるじゃないか・・・・・」このやりとりが先ほどから続いている。

→ 関心・意欲・態度②（１）上の場面設定の時，次の人はどのように感じているか，考えてみよう。

①子どもはどんな思いでいるのか，想像してみよう。

②親は泣きわめいている子どもを見て，どんな気持ちでいるか想像してみよう。

③その場にいたあなたはどんなことを思うか，想像してみよう。

（２）子どもの気持ちをそれぞれ考えながら，グループで登場人物や配役を決め，セリフを考えてこの
→思考・判断② ， 技能・表現①続きのドラマを作り，発表しよう。

→知識・理解 ②（３）まとめ

① ２，３歳児と４，５歳児の社会性の発達についてノートや教科書を参考にしてまとめよう。

② 各グループの発表を聞き，２，３歳児の発達段階を踏まえた親の対応の仕方についてまとめ
よう。
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〔例３〕ペーパーテスト 問１
（ア）親の役割と子どもの人間形成（２・３限）において，（１），（２）で「思考・判断」を，（３）
で「知識・理解」を評価するねらいのテストの例である。

・次のような場面設定の時，（１）～（３）に答えなさい。

ある休日の午前中，あなたは居間のソファーでくつろいでいました。そこに，次女のナツコ（小学
３年生）が「新聞の漫画読ませて！」とやってきました。
やがて漫画を読み終えると，「ア～ァ，お姉ちゃんなんかいなければいいのになあ～」と，ため息

混じりに言うのが聞こえました。

（１） ナツコのこの言葉を聞いて，あなたがナツコの親だったら，どのように言いますか。
→思考・判断②下の欄に書きなさい。

（２）あなたが（１）のように言ったのは，どういう理由からですか。下の欄に書きなさい。
→思考・判断②

（３）この場面の背景として下記のようなナツコちゃんの要求と親の事情がありました。あなたはこの後，
どのようにこの問題を解決しますか。ナツコの親の立場で考えなさい。
→知識・理解 ②

ナツコちゃんが，今乗っている自転車はお姉ちゃんからのお下がりです。友達には一人っ子や妹や
弟のいる子が多く，新しい自転車を買ってもらった子どももいます。新しい自転車が欲しくてたまり
ません。
あなたの家には，ナツコに新しい自転車を買ってあげる余裕が無いわけではありませんが，家族の

買い物の優先順位を考えると，まだまだ使える自転車なのに・・・・という気持ちがあります。
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」〔例４〕ワークシート２ 「子育てについて調べてみよう
（イ）親の保育責任とその支援についてより主体的に学習するため自分たちで今日的な課題を把握する
ワークシートである。（１）①で「関心・意欲・態度」を，（１）②と（２）①②で「思考・判断」を，
（１）①と（２）③で「技能・表現」を評価することをねらいとしている。

内は，評価の視点を示している。

◆子育てについて調べてみよう

年 組 番 氏名

（１）記事調べ
子育ての楽しさや育児不安，虐待など，子育てについての記事を新聞や雑誌，インターネットなど

から調べてみよう。※記事や資料などは別紙に貼り付ける。（次時までにやっておく）

→関心・意欲・態度③ 技能・表現②①〔記事のタイトルと出典〕

〔記事を選んだ理由〕 子育てについての今日的な課題に関心をもって記事を調べること
ができたか，また，指示された項目に沿って的確にまとめて書か

〔記事の要点〕 れているかを評価する。

→思考・判断③②〔記事についての意見や感想〕

記事の内容を読みとって，その背景や課題について述べられてい
るかを評価する。

→思考・判断③〔記事の関連事項：知っていることや調べたこと〕

子育てについての社会的な取組など，具体的な補足事項が描かれ
ているかを評価する。

（２）グループでの意見交換
→思考・判断③①グループの人が調べてきた記事の内容（子育ての楽しさ，育児不安，虐待など）

それぞれの記事に表れている今日的な課題をとらえて整理できて
いるかを評価する。

→思考・判断③②①の内容の背景や課題について，意見交換を通して分かったことや意見

現代の子育ての背景や課題について述べられているかを評価す
る。

→技能・表現②③グループで発表する内容
事例

背景や課題
発表の要点がまとめられているかを評価する。
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〔例５〕 ワークシート３ 「事例研究発表のまとめ」

（イ）親の保育責任とその支援（５限）における「事例研究発表のまとめ」の例である。（１）において，
「関心・意欲・態度」を，（２）の①において「知識・理解」を，（２）の②において「思考・判断」を評
価することをねらいとしている。

◆ 事 例 研 究 発 表 の ま と め

年 組 番 氏名

→関心・意欲・態度④（１） 各グループの発表内容をまとめ，次の点について採点してみよう。
①記事の概要が分かりやすく説明されていたか
②適切な協力や働きかけの具体的な方法が示されていたか
③発表のしかたはよかったか

各項目とも４点満点で採点。
（４：とてもよい ３：よい ２：あまりよくない １：よくない）

コメントは，よかったところなどを具体的に書こう。

コ メ ン ト発表番号 事例の内容 ① ② ③

１

２

３
他の班の発表を聞いて，採点やコメントが書かれている
かを評価する。

７

８

（２）親の保育責任及び周囲や地域の協力について，自分たちで発表をしたり，他のグループの発表を
聞いたりして分かったことや考えたことをまとめよう。

→知識・理解③①親の保育責任について

→思考・判断④②周囲や地域の協力について

親の保育責任の重要性と周囲や地域の協力の大切さが認
識されているかを記述内容から評価する。
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〔例６〕ワークシート４ 「社会における子育て支援」
（イ）親の保育責任とその支援（６限）において，社会における子育て支援についてまとめるためのワー
クシートである。（１）①からは「思考・判断」を，（１）②（２）の記述からは「知識・理解」を，
（３）の記述からは「思考・判断」を評価することをねらいとしている。

社会における子育て支援◆
年 組 番氏名

子どもを育てる親に，社会はどのような支援をしているのだろうか。現状の施策をまとめ，
これからの支援の在り方について考えてみよう。

（１）国の取組や子育て支援にかかわる法律
→知識・理解④①「エンゼルプラン」の誕生，そして「新エンゼルプラン」へ

☆ エンゼルプランはなぜ作られたか。

☆ エンゼルプランと新エンゼルプランの違いは何か

【エンゼルプランの主な内容】平成６年策定 【新エンゼルプランの主な内容】平成11年策定

①子育てと仕事の両立支援 ①保育サービス等子育て支援サービスの充実
②家庭における子育て支援 ②仕事と子育ての両立のための雇用環境の整備
③子育てのための住宅及び生活環境の実現 ③働き方についての固定的な性別役割分業や職
④ゆとりある教育の実現と健全育成 場優先の企業風土の是正
⑤子育てコストの削減 ④母子保健医療体制の整備

⑤地域で子どもを育てる教育環境の整備
⑥子どもたちがのびのび育つ教育環境の実現
⑦教育に伴う経済的負担の軽減
⑧住まいづくりや町づくりによる子育ての支援

→知識・理解④②子育て支援にかかわる主な法律

（ ）法…… 男女の人権の尊重，社会における制度等についての配慮
政策等の立案及び決定への共同参画，
家庭生活における活動と他の活動の両立，国際協調

（ ）法…… 募集・採用・配置・昇進での女性差別の禁止
教育訓練・福利厚生・定年・退職・解雇についての差別禁止
妊娠中，出産後の健康診断等の時間確保等の義務化

（ ）法…… 育児休業（１才未満の子どもを持つ父親・母親）
勤務時間短縮
看護休暇制度の導入，転勤への配慮など

（ ）法…… 生理休暇，産前６週間，産後８週間の休暇
育児時間の設定など

（ ）法…… 妊産婦・配偶者への妊娠・出産・育児の保健指導，
母子健康手帳の交付など
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（２）地域や各自治体の取組

→知識・理解 ④☆ 地域の取組の必要性をまとめよう。

☆ 前時のグループでの意見交換や発表などを踏まえて，自分の住む地域ではどのような子育て支援の
→知識・理解 ④取組があるかまとめよう。

名 称

目 的

具 体 的 な 内 容

（３）これからの子育て支援の在り方について，授業で学習した内容を踏まえて，具体的な意見や提案
→思考・判断 ⑤を述べよう。
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〔例７〕ペーパーテスト 問２
（イ）親の保育責任とその支援（６限）において，親が保育責任を果たせるような社会の支援の在り方や
支援策について「知識・理解」を評価することをねらいとしたペーパーテストの例である。

問２ 平成６年にエンゼルプランが，平成11年には新エンゼルプランが策定され，具体的な対策
が進められている。このような子育て支援策の社会的背景について述べなさい。
→知識・理解④
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〔例８〕インタビュー用紙

→関心・意欲・態度⑤子育てについてのインタビュー
年 組 氏名

インタビューに答えてくださった方のお名前 （ ）

子どもの人数・子どもの年齢（ ） 自分との関係 （ ）

共通の質問項目 インタビュー記録

(1) 自分の子どもを初めて抱いた時は
どのように感じましたか。

(2) 子育てをして楽しかったことは？

(3) 子育てをしてつらかったことは？

(4) 子育てを経験することによりあな
た自身は変わりましたか？

(5) 子どもは社会にとってどんな役割
を果たしていると思いますか？

※ 自分で考えた質問項目

自分にとっての子育ての意義を考えるため，共通の質問項目以外
に相手との会話をより深め，発展させるよう工夫した質問項目が
考えられ，インタビューを進めているかを評価する。

インタビューをしての感想

子どもを生み育てることの意義や子育てを通して得られるものに
ついて，子育てを自分自身の生活設計と合わせて考えてみたり，
社会支援の在り方の重要性をふり返ったりして感想をまとめてい
るかを評価する。
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〔例９〕ミニ討論会のまとめ
（ウ）子どもを生み育てることの意義 （７・８限）において，(1)で自分の意見をまとめたり，討論会
で発表したりするという「技能・表現」を，(2)で他者の意見のまとめから「関心・意欲・態度」を，(3)で
子育ての意義を考え，親自身の成長に気付くという「思考・判断」，「知識・理解」を評価するねらいのミ
ニ討論会のまとめ用紙の例である。自己評価は教師の指導の改善に生かすものとする。

年 組 番 氏名ミニ討論会のまとめ

(1) それぞれのテーマについてインタビューの結果などを参考にして自分の考えをまとめ， 討論会の発
→技能・表現③言原稿を作成しよう。

(2) 次に討論を聞き，友だちの意見や発表で，印象深かった内容を記録しよう。
→関心・意欲・態度⑥

テーマ 親は子育てをどのように感じているだろ 自分の人生にとって子育てって何だろ
うか。 う。

(1)自分の意見
インタビューでの聞き取りを基に，テーマに沿って
自分の意見をまとめ，討論会で伝えようとしている
か文面から評価する。

(2)他者の意見

他者の発表意見を熱心に聞き取り，自分の考えが
深められる内容について記録しているか評価する。

(3) 今までの授業を振り返り，「子育ての意義」を私的側面と，社会的側面からまとめてみよう。
→思考・判断⑥，知識・理解⑤

私的側面，社会的側面を指示することにより，子育
てを通して親自身も成長することに気付いたり，社
会にとって子育ての重要性を認識したりしているか
について分析する。

○自己評価

Ａ：とても良くできた Ｂ：できた Ｃ：あまりできなかった Ｄ：できなかった
① インタビューの目的を理解して，話ができたか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
② 答えて下さった方のお話に十分耳を傾けられたか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
③ ミニ討論会で，テーマに応じて自分の意見をわかりやすく Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
話すことができたか。

④ 他の友人の発表をしっかり聞くことができたか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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〔例10〕教師の評価補助簿 その１
毎時の評価を記録する補助簿である。下に示す欄の他に，生徒の自己評価や教師の観察記録などの欄を
加えることにより，一人一人の生徒の学習状況をより具体的にみとることができ，個に応じた指導や指導
方法の工夫改善に生かすことができる。

題 (ア)親の役割と子どもの人間形成 (イ)親の保育責任とその支援 (ウ)子どもを生み
材 育てることの意義

１限 ２・３限 ４限 ５限 ６限 ７・８限

観 関 思 知 関 思 技 知 関 思 技 関 思 知 思 知 関 思 技 知
点 ① ① ① ② ② ① ② ③ ③ ② ④ ④ ③ ⑤ ④ ⑤ ⑥ ⑥ ③ ⑤

Ｖ Ｖ Ｖ ワ ワ ペ ワ ワ ペ ワ ワ ワ ワ ワ ワ ワ ワ ペ イ ミ ミ ミ ミ
Ｔ Ｔ Ｔ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ン ニ ニ ニ ニ
Ｒ Ｒ Ｒ ク ク パ ク ク パ ク ク ク ク ク ク ク ク パ タ 討 討 討 討
視 視 視 シ シ ｜ シ シ ｜ シ シ シ シ シ シ シ シ ｜ ビ 論 論 論 論

評 聴 聴 聴 ｜ ｜ テ ｜ ｜ テ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ テ ュ 会 会 会 会
記 記 記 ト ト ス ト ト ス ト ト ト ト ト ト ト ト ス ｜ の の の の

価 録 録 録 １ １ ト １ １ ト ２ ２ ２ ３ ３ ３ ４ ４ ト 用 ま ま ま ま
(1) 紙 と と と と

方 (5) (2) (4) (1) (2) 問 (2) (3) 問 (1) (1) (1) (1) (2) (2) (3) (1) 問 め め め め
(3) １ １ ① ② ① ② ① (2) ２

法 (1) (3) (2) (2) (2) (3) (1) (3)
(2) ① ③

②

１

２

３

４

生徒番号

○「思考・判断②」，「知識・理解②」，「知識・理解④」のように複数の評価項目がある場合は，それぞ
れ評価し，項目ごとに重み付けをして評価を算定する。
（35ページ参照）
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〔例11〕教師の評価補助簿 その２
座席表を利用した教師の評価補助簿例
（主にグループ活動の際に，各生徒の関心・意欲・態度や特記事項等を観察・記録する）

項目名 親の役割と保育 （ ）年（ ）組 月 日 限

教 卓

１班 ２班
名前Ａ 名前Ｂ 名前 名前

特記 特記 特記 特記

名前 名前 名前 名前Ｃ Ｄ

特記 特記 特記 特記

３班 ４班
名前 名前 名前 名前

特記 特記 特記 特記

名前 名前 名前 名前

特記 特記 特記 特記

４ 観点別評価の進め方

(1) 関心・意欲・態度
○評価の工夫
ここでは，乳幼児期の重要性と親の役割，親への社会的支援，子どもを生み育てることについて
関心をもっているか，進んで学習活動に取り組み，意欲的，積極的に自分の問題や課題としてとら
えようとしているかなどについて評価する。
具体的には，ビデオ視聴，ケーススタディ，新聞やインターネットを活用した事例研究，ワーク

シートを利用した支援策の整理，インタビュー結果を活用したミニ討論会などの学習活動への取組
状況を，教師による観察や，ビデオ視聴記録，ワークシート，インタビュー記録，相互評価，自己
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評価などの記述から多面的に評価することとした。
○「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価される生徒の具体的な状況の例
① ＶＴＲ視聴記録に，乳幼児と親とのかかわりについて具体的に読み取った内容が明確に記述さ
れており，自分の問題としてとらえている。

② ワークシートに，親の立場と子どもの立場の両方に立って，その解決策を具体的に考えている
ことが記述されている。

③ 子育てに関して目的に応じた記事を探すことができ，ワークシートに，記事に現れている今日
的な課題についての自分の考えが記述されている。

④ 事例研究発表のまとめにおいて，親の保育責任やその支援の在り方を考えるというねらいを理
解して，その観点から採点やコメントが明確に記述されている。

⑤ インタビュー用紙の質問項目の例以外に，子育ての意義について考えを深めるよう，自分で考
えた質問項目の欄に発展的な質問を書き込み，インタビューを実施している。

⑥ 討論会で他者の発表を聞き，自分の意見の中になかった事柄について気付き，子育ての意義に
ついて明確に記述されている。

(2) 思考・判断
○評価の工夫
ここでは，乳幼児期の重要性や，子どもの人間形成にかかわる親としての接し方について考えて
いるか，子育てに関する課題から，周囲の協力や働きかけの在り方について具体的に考えているか，
更に事例研究を通して親への支援の在り方について理解を深めたり，子を生み育てることの意義を
考えているかなどについて評価する。
具体的には，ビデオ視聴の感想や気付いたこと，ワークシートのまとめ，各グループの発表を聞

き相互評価するなどによって，現代社会における課題を見い出し，その解決を目指して思考を深め
ているかを評価することとした。

○「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価される生徒の具体的な状況の例
① ＶＴＲ視聴記録に，妊娠中から親がともに子育てにかかわることによって，子育てに一層の喜
びを感じることができることや，乳幼児期の保育の重要性が記述されている。

② ワークシートに，子どものその場の行動だけから一方的に対応するのではなく，その背景を探
り，子どもの発達段階に応じた接し方を考え，工夫して記述されている。

③ 子育てに関する記事を整理・分類することやグループの意見交換を通して，子育てにおける多
様な課題やそれらの背景に気付き，具体的に記述されている。

④ 自分のグループや他のグループの発表を聞くことで，子育てには親だけでなく周囲や地域の働
きかけが大切であることに気付き，なぜ大切なのかなど自分自身の考えが明確に記述されている。

⑤ 現状の支援策を踏まえた上で，現在やこれからの社会の支援策について，様々な観点から考え，
要望や提案などが具体的に記述されている。

⑥ 子育ての意義について（ア）親の役割と子どもの人間関係，（イ）親の保育責任とその支援に
ついての学習を振り返ったり，インタビューの回答や討論の意見などから例を挙げたりして，私
的な側面と社会的な側面の両面から考えをまとめている。

(3) 技能・表現
○評価の工夫
ここでは，事例について話し合ったり，子どもに対する親の働きかけ方等についてまとめ，発表
できているかについて評価する。
具体的には，ケーススタディを通して親としての態度等をまとめて発表したり，子育てにかかわ

る事例についての調査・研究結果等について意見交換をしたり，グループの意見をまとめて，工夫
して発表しているかどうかについて評価することとした。

○「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価される生徒の具体的な状況の例
① ワークシートに，子どもの気持ちや親としての態度が，ドラマの登場人物のセリフや行動とし
て具体的に記入されている。

② 自分の調べた記事についてねらいに沿ってまとめてあり，また，発表内容が他者にわかりやす
いように工夫して記述されている。

③ インタビューの回答や，前時までの学習を生かし，各テーマについて自分の意見をまとめ，自
分の人生にとっての子育ての意義を討論できるように記述されている。

(4) 知識・理解
○評価の工夫
ここでは，子どもと適切にかかわることができ，子どもの健全な発達を支援するために必要な基
礎的・基本的知識を身に付けているかを評価する。
具体的には，乳幼児期の「愛着」の形成は，将来の人間関係の基礎となることを理解しているか，

また，子育ての第一義的な責任は親にあり社会的な自立のために親がなすべきことについて理解し
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ているか，更に，親がその保育責任を果たせるような社会の支援の在り方，支援策について理解し
ているか，などについて評価することとした。

○「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価される生徒の具体的な状況の例
① 乳幼児期の親子の応答関係による「愛着」の形成がその後の対人関係の発達の基礎となること
を理解して，視聴記録をまとめている。

② 社会的な自立のためには，親として子どもの発達に応じた適切な働きかけをすることが，重要
であることを理解してワークシートをまとめている。

③ グループ発表のさまざまな事例を通して子どもに対する第一の保育責任は親にあることを理解
し，ワークシートにまとめている。

④ 国や地域の支援策の必要性や目的を理解し，具体的な支援の内容について正しく把握して，
ワークシートにまとめている。

⑤ 子育てを通して親自身も成長することを具体的な例を挙げてまとめている。

(5) 観点(1)から(4)にかかわる指導上の留意点
教科の特質上，「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価される生徒への対応が遅れないよ

う，毎時間の授業における活動状況を充分把握し，その場で一人一人の生徒に応じた助言や具体例の
提示などを行ったり，グループへの取組に，積極的に参加するように働きかけたり，事前学習の状況
からグループ編成を工夫したりすることなどが重要である。
○自分の成長の中で，親や周囲の人がどのように接してくれたことがあったかなど，自らの経験を思
い出してみるように促す。

○親の保育責任や社会の支援に関心が低い生徒には，生徒が興味・関心を示しそうな記事や身近な例
を用いて，子育てを自分の発達課題としてとらえられるように助言する。

○事例調査やインタビューなどの進行状況をワークシートを提出させることで把握し，事前に個別指
導をしておく。

○話し合いが円滑に進まないグループには，着眼点を示し，意見交換の進め方を助言する。

５ 観点別評価の総括
(1) 題材又は単元ごとの観点別評価及びその総括について

各題材や単元で身に付ける資質や能力を明確にし，題材又は単元ごとの評価計画を作成して具体的
な評価規準を設定する。その際，題材又は単元によって重視する観点や評価規準があれば，評価計画
作成の段階から評価回数を多くしたり，重み付けをしたりするとともに，観点の趣旨にふさわしい評
価方法を適切に選択し組み合わせるなど多元的に評価することが必要である。
また，一つの評価規準に対して複数の評価方法がある場合には，あらかじめ各評価方法による評価

規準のとりまとめ方法についても定めておく必要がある。

題材又は単元ごとの観点別学習状況の評価は，次のような手順で行う。
① 題材又は単元の単位時間における具体の評価規準に照らして，毎時の授業における観察，学習カ
ードの記入状況，ペーパーテストなどにより，Ａ，Ｂ，Ｃで観点別の評価を行う。

② ①で行った毎時の授業における評価のＡ，Ｂ，Ｃに点数を当てはめるなどして観点別に総括する。
その際，観点ごとの合計点又は平均点について，「満点の○○％以上であればＡとする」などと定
めておくことにより，題材又は単元の観点別学習状況の評価を算定することができる。

③ 本事例における観点別学習状況の評価の重み付けは，以下のとおりとした。
（例）

観点 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 合計
ア関心・意欲・態度 ２０％ １０％ １０％ ２０％ ２０％ ２０％ １００％
イ思考・判断 １０％ ３０％ １０％ １０％ ２０％ ２０％ １００％

(10%＋20%)
ウ技能・表現 ４０％ ４０％ ２０％ １００％
エ知識・理解 ２０％ ３０％ １０％ ２０％ ２０％ １００％

(15%＋15%) (10%＋10%)
＊イ思考・判断②・④，エ知識・理解④については，評価項目が複数あるので，それぞれの評価に
ついて（ ）内の重み付けをする。

(2) 学期及び学年の各科目の観点別学習状況の評価
(1)と同様の方法で，題材又は単元ごとの観点別学習状況の評価を行い，四つの観点ごとに総括し

て，学期ごとの観点別学習状況の評価とする。その際，補充指導の成果を生かして修正するなど生徒
の進歩の状況について配慮する必要がある。

この他にも，観点別評価の総括については様々な考え方や方法があり，各学校において工夫するこ
とが望まれる。




